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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、超高齢社会または人生100年時代に相応しい老人像を確立し、老人
同士の互助や若者の育成によって持続可能となる社会を構想することである。具体的には、「老いの深まりの諸
段階に応じた生き方」のモデルの設定を研究目標にしつつ、「仕事・活動」「コミュニティデザイン」「社会保
障制度」「人生観・死生観」に考察を絞って理論的・実証的な研究を進めた。以上から、①準備期（５０代）、
②開始・展開期（６０代・７０代）、③円熟・縮小期（８０代）、④死に方が問われる終末期、⑤生者との語り
合う死後の段階と、これらに応じた生き方が浮かび上がった。すべての段階を貫いているのは「尊敬に値する生
き方」である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to establish a view of the elderly suitable 
for super-aged society or 100 years of life, and to envision a sustainable future society by the 
elderly helping each other and supporting young people. The research end point is the setting the 
model of "the way of living in various stages of aging". Specifically, we focused on "work 
/activity," "community design," "social security system," and "life and death view," and proceeded 
with theoretical and empirical investigation. From the above, we designed the model suitable for 
ways of living for five stages: (1) the preparation stage of 50s old, (2) the trial or expansion 
stage of 60s to 70s old, (3) the maturity or reduction stage of 80s old, (4) the terminal stage 
focusing on dying and (5) the post-mortem communication stage. What goes through all stages is the 
viewpoint of the "respectable elderly".

研究分野： 倫理学、哲学、生命倫理学

キーワード： 超高齢社会　人生100年時代　老い　生き方　コミュニティ形成　死に方　コミュニケーション
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会の日本では、老人と若者が対立するだけでなく、充実した日々を送る元気な老人と貧困や悲惨な介護
に苦しむ老人とに老人世代が二極化しつつある。対立と分裂の背後には家族の自助力の地滑り的な衰退がある。
「自助」や「公助」を補って「共助」を強化するために比較的元気な老人たちができることは何か。ここで必要
とされるのは老人自身が生き方を意味づけるという主体的な観点である。この観点から老人像を捉え直すとき、
同世代の老人同士による互助と若者世代に対する支援をめざす「コミュニティ形成」型の老人像が浮かび上が
る。この老人像こそ超高齢社会の人生100年時代に求められる老人世代の生き方のモデルである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

超高齢社会を迎えた今日の日本では、年金や介護等をめぐって老人世代と若者世代が対立す
る構図が出現するとともに、老人世代自身も二極に分裂する傾向が生じている。充実した日々を
送る元気な老人たちがいる一方で、貧困と悲惨な介護に苦しむ老人たちがいる。このような対立
と分裂の背後には家族の自助力の地滑り的な衰退がある。衰退した「自助」や限定的な「公助」
を補って「共助」を強化するために、比較的元気な老人たちにできることは何か。いま人生 100
年時代に相応しい老人の生き方が問われている。 

 
その答えを探すときにネックとなるのが既存の老人像である。戦後の日本では長らく受動的

な家族世話型が主流であったが、近年になって能動的な自己充実型が前面に出てきた（これを
「アクティブ・エイジング」という）。ところが、自己充実型の老人であっても、さすがに 80 歳
代のとりわけ半ば以降になると老人性疾患が進行する。そのためほとんどの老人が生きる意欲
を喪失するようになる。現在、介護施設で世話を受けるのは完全受動型の老人であり、自宅で暮
らすのは自己放棄型の老人である。 

 
しかし、既存の老人学は現状の老人像を前提にし、これを問い直すことなく処置や対策を講じ

ている。しかも、医学系と社会科学系の二つに分裂したまま統合されていない。これでは人生 10
０年時代の老人の生き方に応えることはできない。 

 
いま老人像に必要とされるのは、老人自身が生き方を不断に意味づけ直すという観点である。

この観点を老人像に導入するとき、研究代表者の提唱する「老成学」が誕生する。「老成学」が
構想する老人像において中軸となるのは、同世代の老人同士による互助ならびに若者世代に対
する支援をめざす「コミュニティ形成」型の老人像である。この老人像こそ、超高齢社会の人生
100 年時代に求められる老人世代の生き方であると考える。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、超高齢社会における人生 100 年時代の老人世代に求められる新しい生き方
を、① 老人同士の互助と若者への支援を中軸とする「コミュニティ形成」型の老人像と見定め
つつ、それを具体化するための第一歩として、②「老いの深まりに応じた生き方」のモデルを設
定することである。将来、「コミュニティ形成」型の老人像が広く行き渡るならば、③ 老人世代
の役割を組み込んだ多世代の持続可能な社会が実現するであろう。 
 
 
３．研究の方法 
 

研究方法の枠組みは、老いの現象の哲学的分析をふまえ、老いを構成する「働」「性」「病」「死」
という四つの観点に注目しながら、研究の範囲を「仕事・活動」「コミュニティデザイン」「社会
保障制度」「死生観」の四領域に絞るというものである。分担研究者を各領域に割り振って理論
的・実証的な研究を進めた。 

 
具体的な手法は、文献調査、国内外の関連施設の視察、インタビュー調査、フィールド調査、

アンケート調査である。そのうち視察についてはドイツ・中国・タイ・英国の研究者と合同のセ
ミナーをもち、情報と知見を交換した。また、最晩年期の高齢者に対するアンケート調査につい
ては、研究代表者の提唱するシステム倫理学の「四次元相関」思考を用い、これによって構築し
た QOL の概念枠組みに基づいて質問項目を設定した。 
 
 
４．研究成果 
 

研究の成果の一つめは QOL 尺度の開発である。具体的には、システム倫理学の「四次元相関」
の思考法を用いて「QOL」の概念枠組みを再構成し、この枠組みに基づいて「幸せ意識」と「生
活満足度」と「生きがい」を統一的に捉える尺度を考案した。 

 
二つめの成果は、最晩年期の老人の実態調査をふまえた提言である。８０代～９０代の老人の

実態はこれまで研究上の空白であった。そこで QOL 尺度の検証を兼ねて、「新老人の会」のシ
ニア会員約２千人を対象に大規模なアンケート調査を行った。着目したのは、年齢の階層区分を
細かく工夫することと、仕事と活動の関係や人生の目標である。調査の分析から見えてきたのは、
若い頃から仕事と活動の両面で充実した生き方をしてきた人は、８０代になっても元気で活躍
しているが、それでもさすがに８７歳あたりになると、老いの質が変化して仕事・活動を縮小せ
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ざるをえなくなることである。以上をふまえ、「新老人の会」の持つバイアスを考慮しつつ（会
員は一般の老人に比べるときわめて積極的である）、高齢者の前期後期の線引きを８０歳に引き
上げることを提言した。 
 
三つめは、終末期の安楽死問題に関して老成学の見地から実践的な提案をしたことである。８

０代の後半ともなると、老いの焦点はそれまでの生き方から死に方に変わる。現在、終末期の死
に方に関して「尊厳死」を含む広義の「安楽死」が人々の関心を呼んでいる。老いが深まると終
末期に至ることから、この段階を生き方の延長線上に位置づけておく必要がある。そこで広義の
「安楽死」問題を集中的に考察し、老人に限ってそれを選択肢の一つとして許容する条件として、
家族の話し合いとともに、かかりつけ医を含む専門家チームによる厳格な審査が必要であると
いう結論に至った（このテーマに関連する著書は 2020 年９月に刊行される予定である）。 

 
四つめは、死後のコミュニケーション（語らい）の重要性を指摘した点である。老いの深まり

の諸段階のうち、終末期は最後ではなく、終末期に続いて死後の段階がくる。死後においても生
者とつながっているという希望は、最晩年期の老人がコミュニティを形成し維持するため上で
励ましとなる。人生後半の 50 年の生き方は、人生前半の 50 年の生き方の延長線上にあるだけ
でなく、誕生の前から死んだ後までをつらぬく世代を超える営みの一環である。この視点は老成
学にとって決定的に重要である。 

 
以上の成果やその他のアイデアを土台にして、人生後半５０年の「老いの深まりの諸段階に応

じた生き方」のモデルを設定することができた。これは次の五段階からなる。すべての段階を貫
いているのは、同世代の互助と若者世代の育成を志向する「尊敬に値する生き方」である。 

 
①社会の多様な領域に広がる仕事・活動のために準備する段階（５０代） 
②社会の多様な領域に広がる仕事・活動の開始から展開の段階（６０代～７０代） 
③社会の多様な領域に広がる仕事・活動の円熟から縮小の段階（８０代～） 
④それまでの生き方から死に方へと関心が変容する終末の段階 
⑤死者と生者の間でコミュニケーションがつながる死後の段階 

 
このモデル設定をもって本研究の目的はひとまず達成された。もちろん、老成学と東アジアの

思想伝統 (孝)との関連、老人の性、コミュニティデザイン、それにポスト・コロナ時代の社会
制度における高齢者の位置づけなど、老成学にとって重要なテーマがなお論じ残されている。こ
れらのテーマの研究を含めて上記のモデルを肉付けすることが、老成学の次なる研究目標であ
る。 
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